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2. JICAの協力スキーム

「運輸・交通分野」※

1. JICAの取組方針

「都市・地域開発分野」

主要重点課題（JICAグローバルアジェンダ）

インフラ不足による経済成長
の阻害

運輸交通モードからのCO2

排出量増大
交通事故件数・死傷者の

増加

開発途上国の経済成長を支えるヒト・モノの円滑・
安全な移動が肝要

気候変動対策を進めるうえで発生源の15％を占め
る自動車からの排出量削減は不可避

「道路アセットマネジメント」 「都市公共交通の推進」

⇒「公共交通への転換」が、運輸交通分野への課題解決の一つの鍵

「都市マネジメント・まちづくり」 「G空間情報の整備活用」

⇒自律的な都市・地域マネジメントの実現

JICAグローバルアジェンダとは：個別事業を超えた中長期の成果・インパクトの発現、日本の経験を生かした
人材育成と対外発信の強化、国内外のステークホルダーが参画するプラットフォーム構築等を目指し、分野
課題毎に作成したJICAの事業戦略。

課
題

課
題

急速な都市化に伴うインフラ
不足、開発管理機能の弱さ等

都市と地方の
格差拡大

個別事業での
効果の限界

G空間情報の基準の不統一、高精
度測位環境の未整備、情報不足、ア

クセス性、更新・維持管理

「道路交通安全」

※都市交通分野に関連する重点課題のみを抜粋



取り組み
• 都市整備基本方針となるTOD政策の策定
• 実務者向けのTODガイドライン整備
• 関係者間の調整メカニズム構築
• 具体的な駅を対象としたTOD開発計画提案
• 本邦企業の投資・開発招致のためのセミナー

開催

スキームを組み合わせ、鉄道と都市の一体開発と人材育成に貢献

インフラ整備

招
聘

政策決定権者に対する日本の開発事例
インプット・理解促進、日本‐途上国TOD
関係者間の関係強化

セ
ミ

ナ
ー

民間セクターも含めた上流計画段階から
の情報意見交換。事業実施に向けた課
題の早期洗い出し。

本
邦
研
修

課題別研修を通じ、毎年約100名の研修
員が日本型TODを学習。「都市問題解決
のための都市開発手法」(特にTOD、土

地区画整理、市街地再開発に特化）、
「都市交通総合」、「都市公共交通」、「都
市計画総合」、「住宅供給政策」などの
テーマ研修を実施。

技プロにて、各都市の課題・現場特化型
の能力強化研修を実施。

留
学
生

（
修
士
）

TODテーマではバングラデシュ、インドネ
シア、タイ、ラオス、ミャンマーから早稲田
大、横浜国立大、東洋大、広島大に受入
中（今後対象大学拡大予定）。途上国人
材の長期的な人材育成を行うとともに、
JICAと学識者との連携を強化。

政策・計画・制度策定

例：バングラデシュ国 MRT沿線の
公共交通指向型開発のための
政策策定支援プロジェクト

例：バングラデシュ国ダッカ都市交通整備事業

TODに関係する機関と役割（バングラデシュ事例）

組織体制強化・人材育成
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2. JICAの協力スキーム

有償・無償資金協力 技術協力



都市開発計画／沿線開発計画／
駅周辺地区計画策定

（技術協力）

都市・交通マスタープラン策定

都市鉄道案件発掘 TOD適地の提示

協力準備調査・DD

交通結節施設の計
画

円借款事業による鉄道等

整備

交通結節施設の整
備

現地資金に
よる駅広場、
街路の整備

本邦企業が
参加する不
動産開発事
業、PPP事業

JBIC,
JOIN出資

都市
基盤
整備

円借
款

法制度・事業
スキーム支援

鉄道と都市の一体的開発

調査・設計

案件形成
長期計画策定

建設

運営維持管
理

国・自治体、有識者

政府間協議・交渉

独立行政法人等

建設

民間事業者

運営

維持管理

有
識
者
に
よ
る
助
言

民
間
事
業
者
と
の
情
報
意
見
交
換

連携 連携

トップセールスでの提案
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3. 官民連携による主軸交通と都市一体開発の推進
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4. 完工済及び実施中の都市鉄道案件例（円借款）

タイ
・バンコク大量輸送網整備事業

（レッドライン）

パナマ
・パナマ首都圏都市交通3号線整備事業

バングラデシュ
・ダッカ都市交通整備事業
（1号線、5号線、6号線）

エジプト
・カイロ地下鉄4号線整備事業

フィリピン
・マニラ首都圏地下鉄事業
・南北通勤鉄道事業
・南北通勤鉄道延伸事業

インドネシア
・ジャカルタ都市高速鉄道事業（南北線）
・ジャカルタ都市高速鉄道事業（東西線）

ベトナム
・ホーチミン市都市鉄道建設事業（1号線）
・ハノイ市都市鉄道建設事業（1号線、2号線）

インド
・デリー高速輸送システム建設事業
・ムンバイ・アーメダバード間高速鉄道建設事業
・ムンバイメトロ3号線建設事業
・チェンナイ地下鉄建設事業
・コルカタ東西地下鉄建設事業
・アーメダバード・メトロ事業
・ベンガルール・メトロ建設事業
・貨物専用鉄道建設事業
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参考



ルワンダ

●
キガリ市都市交通改善プロ
ジェクト

ベトナム

▲
ホーチミン市都市鉄道規制機関及
び運営会社能力強化プロジェクト

▲
ハノイ公共交通ICカード相互利用
開発支援プロジェクト

フィリピン

▲
フィリピン鉄道訓練センター設立・
運営能力強化支援プロジェクト

●
メトロマニラ総合交通管理計画策
定プロジェクト

●
マニラ大首都圏鉄道開発マスター
プラン策定プロジェクト

●
メトロセブ都市交通システム開発
マスタープランプロジェクト

ボスニア・ヘルツェゴビナ

●
サラエボ県公共交通管理及び運営
能力強化計画策定プロジェクト

ソロモン

●
ホニアラ交通マスタープラン支
援プロジェクト

ラオス

▲
持続可能な都市交通システム能力
向上プロジェクト

▲
ルアンパパーンにおける持続可能
な都市開発・交通管理プロジェクト

タイ

▲
バンコク首都圏都市鉄道新マ
スタープラン（M-MAP2）策定
能力向上プロジェクト

カンボジア

▲
プノンペン公共バス運営改善プ
ロジェクト

▲

プノンペンにおける総合交通管
理計画及び交通管制センター
運営維持管理の能力改善プロ
ジェクト

キューバ

● 全国運輸マスタープラン策定プロジェクト

エジプト

●
運輸交通開発計画に係る開発計画
調査

コンゴ民主共和国

●
キンシャサ市都市交通マスタープラ
ン策定プロジェクト

▲
キンシャサ市都市交通マスタープラ
ン（PDTK）実施促進プロジェクト

セルビア

▲
ベオグラード市公共交通改善プロ
ジェクト

バングラデシュ

▲
MRT6号線安全マネジメントシステム構築支援
プロジェクト

▲
ダッカ市都市交通料金システム統合のためのク
リアリングハウス設立プロジェクトフェーズ2

▲ ダッカ都市交通戦略計画改定プロジェクト

4. 実績：都市交通案件（2015年以降協力開始）

開発計画調査型技術協力
技術協力プロジェクト▲

インド

●
アンドラ・プラデシュ州都地域包括的運輸・
交通計画策定プロジェクト

▲ 鉄道安全能力強化プロジェクト

▲

マルチモーダル地域交通状況のセンシン
グ、ネットワーキングとビッグデータ解析に
基づくエネルギー低炭素社会実現を目指
した新興国におけるスマートシティの構築

参考

ボリビア

▲
サンタクルス都市圏BRT整備と一体となった
持続可能な都市開発促進プロジェクト

タンザニア

●
ダルエスサラーム都市交通マスタープラン
改訂プロジェクト

モザンビーク

▲ マプト市都市公共交通改善支援プロジェクト

ケニア

▲ 公共バス運営改善プロジェクト

ネパール

▲
カトマンズ盆地における都市交通
マネジメントプロジェクト

●
カトマンズ盆地都市交通システム
マスタープランプロジェクト

パラオ

▲
環境配慮型交通システム整備
プロジェクト

インドネシア

●
ジャカルタ首都圏都市交通政策統合プロジェク
ト（フェーズ１，２） 技術協力プロジェクト
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コートジボワール

●
大アビジャン圏都市開発マスタープ
ラン実施促進プロジェクト

エチオピア

●
都市計画・都市管理能力強化プロ
ジェクト

タイ

▲
Thailand 4.0を実現するスマー
ト交通戦略

●
未来型都市持続性推進プロ
ジェクト

モンゴル
● 国家総合開発計画策定プロジェクト

ラオス

▲
都市開発管理・促進能力強化プ
ロジェクト

エルサルバドル、グアテマラ、ホンジュラス、ニ
カラグア、パナマ、コスタリカ

●
持続的な経済開発・地域統合のため
の中米地域物流ロジスティックス開発
マスタープラン策定支援プロジェクト

ブラジル
▲ 持続可能な都市開発能力強化プロジェクト

ペルー

▲ TOD能力強化プロジェクト

モザンビーク

●
ナカラ回廊地域開発戦略実践のため
の能力開発プロジェクト

ウガンダ

●
カンパラ首都圏都市開発マスタープラ
ンプロジェクト

ルワンダ

▲
キガリ市におけるインフラ整備・都市
サービス向上に寄与する大縮尺地形
図作成・都市交通改善プロジェクト

ブータン

● 中南部地域計画策定プロジェクト

バングラデシュ

●
MRT沿線の公共交通指向型開発のた
めの政策策定支援プロジェクト

スリランカ

▲ 都市開発計画能力強化プロジェクト

●
北東部地域産業開発マスタープラン策定プロ
ジェクト

開発計画調査型技術協力
技術協力プロジェクト▲

ボリビア

▲
サンタクルス都市圏BRT整備と一体となった
持続可能な都市開発促進プロジェクト

タンザニア

▲
TOD都市開発能力強化支援プロ
ジェクト

イラク

● エルビル都市開発計画プロジェクト

フィリピン

▲
公共交通指向型開発（TOD）能力開発
プロジェクト

パプアニューギニア

●
ココポ・ラバウルにおけるインフラ
開発計画策定プロジェクト

インドネシア

● 土地管理体制強化プロジェクト

▲
ジャカルタ首都圏都市交通政策統
合プロジェクトフェーズ３

カンボジア

● 物流システム改善プロジェクト

▲
シェムリアップにおける都市課
題解決のためのスマートシティ
アプローチ実装プロジェクト

ケニア

●
モンバサゲートシティ総合都市
開発マスタープランプロジェクト

4. 実績：都市開発・TOD案件（2015年以降協力開始） 参考
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① バングラデシュ・ダッカ

② インドネシア・ジャカルタ

③ パナマ

5. 代表事例のご紹介



MRT6号線

・全長約21km、バングラデシュ初の都市鉄道案件
（2022年12月（ウットラ北～アガルガオン区間）部
分開業、2023年11月（～モティジール区間）開業
、2025年12月全線（ウットラ北～カマラプール区
間）開業予定）

・本邦技術を多数採用（車両仕様はSTRASYAをベ
ースとしたMetrorail基準準拠等）

・渋滞が激しいダッカ市において年間2,500億円の
経済損失緩和に資する見込み。（南北の移動：約
120分→約40分）

・ダッカ首都圏の車両平均移動速度は6.4km/h。
東京都心部の1/2に留まる。

バングラデシュの事例： ダッカ都市交通整備事業
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【参考】バングラデシュ
ダッカMRT６号線 開業後(2023年12月）の様子
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【背景】 ダッカにおいてMRTおよびBRTが計画・整備中であるが、都市計画の中に都市交通の拠点整備が適切に反映
されておらず、必要な政策やガイドラインも未整備。加えて、MRT沿線でTOD（公共交通指向型開発）を進め
ていく上での関係機関間の調整が十分に機能していない。

【目的】 ダッカにおいて、MRT沿線におけるTODの政策、ガイドラインを作成し、調整メカニズムを構築・運営することに
より、計画に基づいた適切な都市開発を推進することに寄与する。

【対象地域】 ダッカ首都圏 都市鉄道1号線、5号線（北路線）、6号線沿線

バングラデシュの事例： MRT沿線の公共交通指向型開発のための政策策定支援プロジェクト

対象の路線図

⚫バングラデシュ側：実施機関：首都圏開発庁（RAJUK）

（協力機関：ダッカ都市交通会社、ダッカ都市交通調整局）

⚫日本側：JICAプロジェクトチーム（日本工営、URリンケージ、オリエンタルコ
ンサルタンツグローバル、アルメックVPI）

実施体制

⚫本事業で策定するガイドラインの実行性を確保するために、RAJUKの法定
計画であるDetailed Area Planの一部としてガイドラインを位置づけ、既存政
策・計画との整合性を保つことを目指す

⚫関係機関がTODという新しい概念に関して共通認識を持ち、意思決定を行
う仕組みづくりを支援

⚫日本の事例を参考にしながら、バングラデシュ国における各関係機関の所
掌を踏まえ、TODに関連する事業手法と関係機関の役割分担を整理

⚫選定されたパイロット2駅でコンセプトプランに基づくパイロット事業を行い、
左記の実践を通して関係機関同士の調整メカニズムの構築を図るとともに、
そこから得られた教訓等を本プロジェクトで示すTODガイドライン案等に反
映

実施上のポイント

事業概要 （2021～2024年）

都市１Tにて更新（久保さん）
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バングラデシュの事例： MRT沿線の公共交通指向型開発のための政策策定支援プロジェクト

パイロットプロジェクト概要（Uttara Center駅）：

▪ Uttara Center 駅 TOD ワーキンググループの設
立及び運営支援

▪ 同駅の交通結節デザイン・空間計画の事業計画
申請（Development Project Proposal）に係るバ国
組織に対する技術支援

▪ 運行開始後の同駅周辺の交通状況等のモニタリ
ング及び現状分析

▪ 同駅周辺の開発用地に対する民間企業等の開発
誘導に係る技術支援

▪ パイロット事業中の各関係機関の活動内容の評価
と関係者調整に向けた支援と提言

▪ パイロット事業に係る TOD ガイドライン案への
フィードバック内容の取りまとめ

開業前のUC駅周辺の様子① 開業前のUC駅周辺の様子②

都市１Tにて更新（久保さん）

Source: JICA Project Team

ウッタラセンター駅周辺の開発コンセプトの策定
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事業概要

・バングラデシュ初の電気鉄道であるMRT6号線の
安全運行に向けた技術協力プロジェクト

・ダッカ都市鉄道会社に対し、本邦鉄道事業者と同
様の安全マネジメントシステムを構築するための、
文書作成、体制構築等を指導。

・モックアップ車両を活用した有事を想定した訓練
や指差喚呼の重要性を体感するワークショップ等
を実施。

バングラデシュの事例： MRT6号線安全マネジメントシステム構築支援プロジェクト
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インドネシアの事例：ジャカルタ都市高速鉄道（MRT）整備事業

MRTの整備状況

1

5

フェーズ1区間： 2019年3月開業済
フェーズ2A区間： 現在建設中
（KOTA駅まで2029年頃開業予定）

13駅＋車両基地
15.7km

7駅
6.3km

Fatmawati

Cipete Raya

Haji Nawi

Blok A

Blok M

ASEAN

Senayan
Istora Bendungan Hilir

Setiabudi

Thamrin

Dukuh Atas

Monas

Harmoni
Sawah Besar

Mangga Besar

Glodok

地下区間

高架区間

フェーズ１

フェーズ２A

フェーズ２B

出典：JICAインドネシア事務所

66.8％

25.5％

44.7％

進捗率
（1月末）

MRT南北線

MRT東西線
2024年着工目標
全長約84㎞・51駅

33.8km

29.9km

9.2km

24.5km 20.4km

東西線

• フェーズ1ステージ1（24.5km）は2031年開業予定

• 全線開通時 路線延長84.1kmとなる予定

南北線

• 土木工事、車両、電気・機械システム等の整備の全てを日本
企業が実施したオールジャパンによる都市高速鉄道建設事業

• 建設のみならず、計画策定から運営維持管理まで一貫して
JICAが支援 15



TODプロジェクト概要
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プロジェクト名 インドネシア国ジャカルタ首都圏都市交通政策統合プロジェクトフェーズ３(JUTPI3)【有償勘定技術支援】

期間 2022年4月 – 2025年6月(39か月)

上位目標 ジャカルタ首都圏の公共交通システムを基盤としたまちづくりが推進される

プロジェクト目標 ジャカルタ首都圏において公共交通指向型開発にかかる中央政府、地方政府の実施能力が強化される

期待される効果

成果1: 公共交通指向型開発都市の開発方針が策定される

成果2: 公共交通指向型の街づくりに向けた調整メカニズムの能力が強化される

成果3: パイロットサイトの開発計画が策定される

対象地域 ジャカルタ首都圏

実施
体制

監督官庁 経済担当調整大臣府（CMEA）

実施機関
土地空間計画省／国家土地庁、国家開発企画庁、運輸省、ジャカルタ首都圏交通機構、ジャカルタ首都
特別州

協力機関 公共事業・国民住宅省、国営企業省、ジャカルタ周辺自治体、各種交通事業者、学識経験者

受益者
直接受益者：ジャカルタ首都圏都市開発／都市交通分野に関わる政府職員
間接受益者：ジャカルタ首都圏の市民

インドネシアの事例：ジャカルタ首都圏都市交通政策統合プロジェクトフェーズ３

16



Bekasi Barat

(Bekasi市)

Depok Baru

(Depok市)

Blok M(CSW)
(ジャカルタ首都特別州)

Blok M

Depok 

Baru

Bekasi 

Barat

ジャカルタ特別州内

Dukuh 

Atas

成果２ケーススタディ

ジャカルタ特別州外

ジャカルタ特別州外
＋交通結節点

Dukuh Atas
(ジャカルタ首都特別州)

成果３：パイロット
サイトの開発計
画が策定される

•沿線統合開発計画

• TOD地区計画

• TOD駅周辺開発計
画

• TOD実施計画

成果２：公共交通
指向型の街づくり
に向けた調整メカ
ニズムの能力が強
化される

• ケーススタディ（公共施
設整備）における調整メ
カニズムのレビュー・改
善提案・議論

パイロットサイト３地区及びケーススタディ地区

通勤線 空港線 MRT

LRT BRT

MRT BRT

通勤線 （LRT）

LRT

インドネシアの事例：ジャカルタ首都圏都市交通政策統合プロジェクトフェーズ３
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案件概要

対象国： インドネシア国

案件名： ジャカルタ首都圏都市交通政策統合
プロジェクトフェーズ３ (JUTPI3)

協力期間： 2022/4-2025/6

協力対象： ジャカルタ首都圏（JABODETABEK）

参考URL： https://www.jica.go.jp/press/2021/20
220126_30.html?msclkid=9318f2a2b18
011ec8c8b202b32f1ee42

パナマの事例：パナマ首都圏都市交通３号線整備事業

3号線：

• モノレールシステム

• 全長：約25km

• パナマ運河渡河区間：トンネル方式

現状：

首都圏中心部（パナマ運河東側）とパナマ運河
西側とをつなぐルートは現状2本の橋のみ（歩
行者は利用不可）であり、交通渋滞は深刻

運河東側の夕方の交通渋滞の様子

18



TODプロジェクト推進のための（計画・
調整・実施）能力・体制の強化。

・TOD計画策定能力向上
・TOD計画にかかる法的位置づけの
明確化

・関係機関の調整メカニズム形成

・パナマメトロ公社
・住宅都市整備省

・アライハン市
対象駅：
- Vista Alegre駅
- Nuevo Chorillo駅

パナマの事例：メトロ3号線沿線TOD計画策定能力強化プロジェクト

▲情報収集・確認調査（2021-2022）で作成された対象駅のTODコンセプトプラン

▲情報収集・確認調査（2021-2022）で設定された３号線沿線開発ビジョン

プロジェクト目標

成果

実施機関

2024年4月から開始予定

対象地域

円借款事業によるメトロ3号線整備支援の裨益効果拡大および
3号線を軸とした都市開発の持続的な経済発展に貢献。

19
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ポイント : システム／ノウハウの輸出へ

コモディティ化されたインフラシステム※の輸出

システム全体＋ノウハウの輸出(O&M・TOD)

（写真出典（インドAFC）：日本信号株式会社プレスリリース）
https://www.signal.co.jp/wordpress/wp-content/uploads/2021/04/34.pdf
（写真提供（フィリピン鉄道）：日本コンサルタンツ株式会社(JIC））、（ジャカルタMRT）：アルメック

タイ・レッドライン車両

フィリピン運輸省職員の研修者への指導風景）

インド・AFCシステム

日本で運行実績のある鉄道事業者、ディベロッパー他の
参画が必要不可欠。都市開発と一体での展開へ。

20

ジャカルタMRTとバスのアクセス

※（例）車両、信号、AFCシステム等
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車両製造の海外展開（今後の予定）

開発途上国では鉄道案件が多数進行中であり、車両調達も多数予定されているところ。
（注）2023年3月時点の想定であり、今後見直しや変更の可能性がある。

国名 案件名
調達車両数
（編成数）

インドネシア
ジャカルタ都市高速鉄道
（ジャカルタMRT南北線）

96両
（16編成×6両/編成）

ベトナム
ホーチミン市都市鉄道建設事業
（ﾍﾞﾝﾀｲﾝ－ｽｵｲﾃｨｴﾝ間(1号線)）

51両
（17編成×3両/編成）

タイ
バンコク大量輸送網整備事業
（レッドライン）

130両
（内円借款対象82両）

フィリピン マニラ首都圏地下鉄事業
240両

（30編成×8両/編成）

フィリピン
南北通勤鉄道事業
（マロロス・ツツバン間）

104両
（8両編成×13編成）

フィリピン
南北通勤鉄道延伸事業（旧名：マロロス-クラーク鉄道事業、南北鉄道
事業南線（通勤線））【通勤型車両】

通勤型車両304両
（38編成×8両/編成）

インド デリー高速輸送システム建設事業（フェーズ4））
484両

（うち円借款対象は288両）

バングラデシュ ダッカ都市交通整備事業（6号線）
144両

（24編成×6両/編成）

パナマ パナマ首都圏都市交通3号線整備事業 150～160両程度を予定

エジプト カイロ地下鉄四号線第一期整備事業
184両

（23編成×8両/編成）

インドネシア
ジャカルタ都市高速鉄道
（シャカルタMRT南北線延伸区間）

84両
（14編成×6両/編成）

ベトナム ハノイ市都市鉄道建設事業（2号線）
36両

（9編成×4両/編成）

フィリピン
南北通勤鉄道延伸事業（旧名：マロロス-クラーク鉄道事業、南北鉄道
事業南線（通勤線））【特急型車両】

特急型車両56両
（8両編成×7編成）

インド チェンナイ地下鉄建設事業（フェーズ２）
210両

（30編成×3両/編成、
　20編成×6両/編成）

インド ムンバイーアーメダバード間高速鉄道建設事業
車両240両（24編成×10両/編成）

検測車88両（14車種）

インド パトナ・メトロ建設事業 約100両

バングラデシュ ダッカ都市交通整備事業（1号線）
200両

（25編成×8両/編成）

バングラデシュ ダッカ都市交通整備事業（5号線北路線）
144両

（18編成×8両/編成）

１．すでに車両調達済みの主な案件

２．今後調達予定の主な案件

ご参考

21



6. 今後開始する案件のご紹介



都市交通マスタープランの策定（更新）に関するプロジェクト

①ネパール・カトマンズ ※2024年3月～

カトマンズ盆地都市交通システムマスタープランプロジェクト

②カンボジア・プノンペン ※準備中（FY2024）

プノンペン都総合交通管理能力強化プロジェクト

③エジプト・カイロ ※準備中（FY2024）

大カイロ都市圏及び周辺地域の国土開発計画における運輸交通インフラ整備戦略の策定

④チュニジア・チュニス ※準備中（FY2024）

チュニス大都市圏都市交通計画策定プロジェクト 23



ご清聴ありがとうございました。
今後ともよろしくお願いいたします。
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